
あ
い
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
本
部
・
一
宮
支
部
　
波
多
野
好
則
）

や

い

は

ち

ま
さ
き

ち
の
み
や

が

く
さ

TOPICS やさしさといのちはぐくむちいきづくり!や・い・は・ち トピックス

　
山
崎
高
校
で
は
、市

商
工
会
と
連
携
し
商

店
街
の
空
き
店
舗
を

活
用
し
て『
山
高
街
の

駅
』を
毎
月
数
回
の

ペ
ー
ス
で
開
店
し
、こ

の
７
月
で
１
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　
地
域
の
活
性
化
と

学
校
Ｐ
Ｒ
や
体
験
活

動
を
通
し
、地
域
に
感

謝
の
心
を
込
め
て
生

徒
会
が
中
心
に
な
っ

て
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
店
内
で
は
、生
徒
の

手
作
り
品
や
お
菓
子

の
販
売
、文
化
作
品
等

の
展
示
や
ミ
ニ
縁
日
、

バ
ザ
ー
な
ど
、来
客
を

楽
し
ま
せ
る
イ
ベ
ン
ト
が
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
商
店
街
の
お
店
か
ら
は「
に
ぎ
や

か
に
な
っ
た
。今
後
も
ぜ
ひ
続
け
て

ほ
し
い
」と
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
８
月
に
は
、県
庁
前
に
一
日
神
戸

支
店
も
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
ほ
か
、今

年
度
の
売
上
金
を
全
額
東
日
本
大

震
災
の
義
援
金
と
し
て
寄
付
を
す
る

予
定
で
す
。

　
今
後
も
高
校
生
の
活
躍
で
、地
域

に
活
力
と
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、同
校
で
は
４
月
に
４
名
の

生
徒
が
宮
城
県
岩
沼
市
で
、県
内
の

公
立
高
校
で
最
初
の
災
害
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、

社
会
貢
献
活
動
も
活
発
で
す
。

（
山
崎
支
部
　
森
井
裕
矢
）

6月30日（木）、実行委員会から
文化祭の収益金が社協千種支部に
義援金として届きました

小中高生合わせて約250人が
「春よ、来い。早く来い」と
コーラスをしました

旧・御菓子司あらき（山崎町山田町）に
昨年７／１９にオープン。
手作りのチラシで子どもからお年寄り
までたくさん来客

店内のレイアウトは内容に合わせて
生徒たちが工夫して変えています！！

「何をしたらええんか、
ちょっとわかったわ」
と福祉委員さん

各部会の今年度の取り組みを協議

「須行名ふれあい喫茶」と「伊和いきいきサロン」
の活動を上映。参加者はスクリーンに釘付け…

“釣りっこ”（写真）の他にもたくさんの室内
ゲームや遊具が…どうぞご活用ください

すぎょうめ

地域を元気に『山高街の駅』が１周年！！
～地域に感謝～山高生が活躍しています

歌声で被災地を応援 　
６
月
２２
日（
水
）、一
宮
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に「
ふ
れ
あ

い
活
動（
サ
ロ
ン
・
喫
茶
）連
絡
会
」

を
開
催
し
、２７
自
治
会 

４８
名
の
関

係
者
が
、研
修
お
よ
び
グ
ル
ー
プ

討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、平
成
１３
年
度
か

ら
集
い
・
交
流
を
目
的
に
始
ま
っ

た
サ
ロ
ン
・
喫
茶
が
、住
民
の
悩
み

や
困
り
ご
と
の
発
見
や
相
談
の
場

と
し
て
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、善
意
銀
行
の
支
部
配
分

金
で
購
入
し
た
、サ
ロ
ン
・
喫
茶
で

活
用
で
き
る
遊
具
や
室
内
ゲ
ー
ム

等
の
備
品
の
紹
介
や
、そ
の
後
、グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
情
報
交
換
を

行
う
な
ど
、お
互
い
の
活
動
を
知

り
合
う
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
本
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
機
会

を
定
期
的
に
持
ち
な
が
ら
、ふ
れ

り
の
会
の
活
動
な
ど
地
域
づ
く
り

活
動
が
さ
か
ん
で
、
ふ
れ
あ
い
喫
茶

の
ほ
か
に
地
域
の
中
の
居
場
所
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
同
連
絡
会
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
や

子
ど
も
会
と
調
整
を
取
り
、
み
ん
な

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
小
さ
な
気
づ
き
や
見
守
り

が
大
き
な
一
歩
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。（波

賀
支
部
　
上
田
め
ぐ
み
）

　
６
月
27
日
（
月
）、
原
自
治
会
で
、

福
祉
連
絡
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
小
地
域
福
祉
活
動
の
担

い
手
で
あ
る
福
祉
委
員
や
福
祉
連

絡
会
の
役
割
、
年
間
行
事
計
画
の

確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
連
絡
会
は
、
隣
保
選
出
の
福

祉
委
員
の
ほ
か
に
、
各
種
団
体
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
代
表

が
参
加
し
合
計
１６
名
で
、「
地
域
一

人
ひ
と
り
が
力
を
出
し
合
っ
て
・

困
っ
た
と
き
は
、
お
た
が
い
さ
ま
の

気
持
ち
で
」
を
合
言
葉
に
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、「
災
害
時
に
福
祉

連
絡
会
が
効
果
的
に
対
応
で
き
る

よ
う
消
防
団
か
ら
も
連
絡
会
に
出

て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
ん
や
」
と

小
椋
壽
一
自
治
会
長
。
そ
し
て
消
防

団
原
部
の
蒐
場
部
長
が
メ
ン
バ
ー

に
加
入
。

　
ま
た
、
同
自
治
会
で
は
、
さ
さ
ゆ

　
来
春
に
は
、全
国
か
ら
集
ま
っ
た

歌
声
を
組
み
合
わ
せ
て
、新
バ
ー

ジ
ョ
ン
の「
春
よ
、来
い
」が
制
作
さ

れ
、世
界
中
へ
発
信
さ
れ
ま
す
。そ

し
て
、そ
の
収
益
は
全
額
義
援
金
と

し
て
被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　（
千
種
支
部
　
小
原
志
の
ぶ
）

　
東
日
本
大
震
災

か
ら
3
か
月
が
過

ぎ
た
今
、高
校
生
の

自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
が
何
か
な

い
だ
ろ
う
か
…
。

「
連
携
型
中
高
一
貫

教
育
校
」2
年
目
を

迎
え
た
千
種
高
等

学
校
で
は
、文
化
祭

で
被
災
者
を
歌
で

励
ま
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
組
み
ま

し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
N
H
K
と
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
松
任
谷
由
実
さ
ん
の
共
同
企

画
で
、ユ
ー
ミ
ン
の
代
表
曲「
春
よ
、

来
い
」に
コ
ー
ラ
ス
で
の
参
加
を
視

聴
者
に
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。

　
同
校
文
化
祭
実
行
委
員
会
が
、小

中
高
連
携
企
画〈「
春
よ
、来
い
」プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
ち
く
さ
バ
ー
ジ
ョ

ン
〉と
し
て
町
内
の
小
中
学
校
に
参

加
を
呼
び
か
け
、6
月
18
日（
土
）千

種
高
校
体
育
館
で
コ
ー
ラ
ス
の
収

録
を
行
い
ま
し
た
。

山
高
マ
ス
コ
ッ
ト

「
や
ま
ち
ゃ
ん
」

千種高等学校文化祭 〜
ふ
れ
あ
い
活
動
連
絡
会
〜

〜
原
福
祉
連
絡
会
〜

関
係
者
同
士
の
つ
な
が
り
の
場
に

困
�
た
と
き
は

　

   

お
た
が
い
さ
ま

地
域
を
見
守
る
合
言
葉

お
ぐ
ら 

と
し
か
ず

ぬ
た
ば
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